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D2C輸出物流モデルの構築(農林水産物・食品輸出直取引化推進協議会)実証

地方空港出し異なる産地・産品の羽田クロスドック物流を構築し、商流・物流の安定化(シンガポール)、
D2C輸出物流モデルの構築、物流を起点とした商流の創出(市場)を実現することを目的とする。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：シンガポール、香港

• 主な品目：鮮魚、青果、和牛、日本酒、加工食品、菓子等

• 主な参画企業：(株)LCCトレーディング、(株)OCS、(株)手塚商
店、(株)稲垣、FLP YOMIKO SINGAPORE PTE LTD.

• 実証内容：

①越境産直翌日配送対象の地方空港・品目の調査・実証
②シンガポール向け商流・物流の安定化
③定期配送型D2C輸出物流の構築
④物流を起点とした新たな商流の創出(香港市場の開拓)

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 安定した物量の確保(販売先の確保)

• 現地物流の構築(ルート配送等)

• D2C輸出のための物流定期化

• 成果目標：流通所要時間20時間20分(▲67%) (FY2025)、流通経費(1軒あたり現地物流費)1,987円
(▲90%) (FY2025) 、輸出額4.2億円(約140倍)(羽田→シンガポールの農林水産物・食品) (FY2027)

• 横展開可能性：地方の異なる産地・産品の羽田クロスドック物流、安定した物量確保による商流・物流の安定化、
D2C輸出物流による高価格取引の実現

事業全体像
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生酒の温度履歴のトレーサビリティ確保 (日本酒輸出増プラットフォーム実証
推進協議会)

実証

蔵元から消費地までの日本酒(生酒)一瓶単位での温度履歴のトレーサビリティを確立しながら、温度履歴と
消費地での酒質の関係を分析し、日本酒(生酒)輸出の際の最適な輸送・品質管理条件を特定することを
目的とする。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：シンガポール、豪州等

• 主な品目：日本酒

• 主な参画企業：イーシップ株式会社、秋田清酒株式会社、
ぷらっとホーム株式会社

• 実証内容：①個品品質トレーシング：温度x時間センシン
グインクラベル等による蔵元から消費地までの日本酒(生酒)

一瓶・真空パック単位での温度履歴のトレーサビリティの確
立、②品質と温度の相関解明：輸送・保管中の客観的な
温度履歴データと消費地での酒質に関する官能評価結果
を比較分析し、最適な輸送・品質管理条件を特定する。

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 温度変化と酒質の関係の検証(温度の閾値検知と航
路上の温度変化（トレース）は過去検証済、積算温
度と酒質の関係を検証する必要)

• 成果目標：日本酒輸出取引出荷量(本数)：東南アジア
+10%(約1.9万本)(FY2025)、+30%(約2.2万
本)(FY2027)、豪州/NZ： +10%(約4,200本)(FY2025)、
+30%(約5,000本)(FY2027)

• 横展開可能性：日本酒(生酒)温度管理輸出モデル

シンガポール向け輸出の実証イメージ

豪州向け輸出の実証イメージ
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地方空港を活用した高付加価値商材の航空輸送手法の確立
(地方からの航空ネットワークを活用した農林水産物輸出物流協議会)

実証

地方空港の人手不足や爆発物検査の強化等の課題を踏まえ、羽田・成田等の主要空港でのオペレーショ
ンの効率化(作業のリードタイム削減・コスト低減)を行いつつ、航空輸送に適した高付加価値商材・仕向地
を選定・開拓し、高付加価値商材の航空輸出モデルを構築することを目的に各種検証を行う。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：東南アジア、富裕層が多い国中東、欧州等、
新たな市場価値のあるエリア

• 主な品目：鮮魚、活魚等(高付加価値商材)

• 主な参画企業：ヤマト運輸(株)、ANA Cargo、日本航空

• 実証内容：地方空港からの航空輸送輸出モデルに適した
高付加価値な品目・産地の検証(活魚等)、羽田・成田等
の主要空港での作業のリードタイム削減・コスト低減(含む爆
発物検査による時間・コスト精査)等

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 航空輸送に適した高付加価値商材・地方からの輸出モ
デルの検証(輸出集約空港まで遠い地域が最も課題)

• 羽田・成田等の主要空港での作業のリードタイム削減・
コスト低減

• 成果目標：輸出物流売上目標値：1,500万円(約2.8

倍)(FY2025)、3,000万円(約5.7倍)(FY2027)、輸出物
量目標値：10,000kg(約2倍)(FY2025)、 20,000kg (約
4倍)(FY2027)

• 横展開可能性：活魚の空輸モデル

■地方からの航空輸送活用・OP効率化

■付加価値商材を見出し、コールドチェーン含む
輸出物流を構築

例：活魚等
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新幹線輸出物流構築モデルの確立(新幹線高速物流検討協議会)実証

鹿児島県を中心とする南九州の水産物輸出において、高速・高鮮度供給モデルを確立するために、輸送時
間の短縮・品質保持・コスト最適化を実証し、地理的制約を超えた高付加価値市場の開拓を目指す。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：米国・ドバイ・シンガポール等

• 主な品目： ブリ等の水産物等

• 主な参画企業：JR九州(代表)、JR九州商事、JR 九州
フードサービス 等

• 実証内容：新幹線を活用した高速・高鮮度輸送モデルを
構築し、品質・コスト・リードタイムの最適化による南九州発
の新たな水産物輸出モデルを実現

• 輸出拡大にあたっての課題：新幹線輸送はコスト高のため、
以下の実証が必要

➢ 大ロット化による重量あたり輸送費用低減

➢ 新幹線輸送の価値明確化

➢ 海外側の支払意思額把握

• 成果目標：新幹線輸送を通じた輸出額+30％(FY2027)、
導入事業者3者増(FY2027)、新規取引先5者創出
(FY2027)

• 横展開可能性：新幹線物流の成功モデルを他地域へ展
開し、全国的なモーダルシフトと輸出効率化を促進
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冷凍牛乳の製造・物流手法の確立(北海道食品輸出物流協議会)実証

飼料の高騰等による生産コストの増加や伸び悩む需要による生産調整のため、酪農経営が深刻であるなか、
牛乳需要の新規開拓のため、冷凍牛乳の香港輸出ライセンスの取得と商流構築することを目的とする。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：香港

• 主な品目：冷凍牛乳

• 主な参画企業：一般財団法人北海道食品開発流通地
興、西濃シェンカー株式会社

• 実証内容：

①冷凍牛乳技術の検証・実証

②香港政府への冷凍牛乳ライセンス取得輸出実証

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 牛乳の冷凍技術、包装容器の検証、選定

• ライセンス取得のため、テスト輸送～政府検査をクリア

• 香港での冷凍保管、店舗へのデリバリー・販売の流通を
ゼロからの構築が必要

• 成果目標：香港でのライセンス取得。港への輸出額300万円
(FY2025)、5,000万円(FY2027) ※現状、冷凍牛乳の輸出実績なし

• 横展開可能性：冷凍牛乳の輸出モデル。冷凍牛乳の輸出
から販売までのスキームをマニュアル化。

■香港における輸入牛乳のシェア

■冷凍機/冷凍牛乳の例



農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業部 食品流通課 ／Director of Food Distribution, Division New Business and Food Industry Department. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

深絞り包装等の加工鶏肉の輸出モデル確立(鶏肉輸出物流推進協議会)実証

日本から香港への鶏肉輸出は原体の実績しかなく、賞味期限が短い、加工処理する人材確保が難しいとい
う背景のなか、日本初の香港現地ローカルスーパーへ、MAPパックと深絞りパックの鶏肉輸出の定常的輸出
物流を構築することを目的とする。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：香港

• 主な品目：鶏肉

• 主な参画企業：北海道食品輸出開発(株)、西濃シェンカー
(株)

• 実証内容：

1.鶏肉MAPパックによる香港定常輸出実証事業
①MAPパックの包装資材の検証と商品化
②日本からのチルド鶏肉のAIR輸出実証
③現地到着から各スーパーへの配送販売実証

2.鶏肉深絞りパックの香港定常輸出実証事業
①冷凍輸出、現地でのチルド解凍販売実証
②AIRでのチルド輸送実験を実施

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 輸出用の包装資材の見直し、賞味期限の設定
• 現地スーパーへの商品供給体制
• 日本の供給体制構築

• 成果目標：日本からの輸出実績 5,400万円(FY2024)に
6,000万円(+11%)(FY2025)、8,000万円(+48%)(FY2027)

• 横展開可能性：鶏肉パックの輸出モデル

■MAPパック例

■深絞りパック
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収穫直後から現地貯蔵までの途切れないコールドチェーンの確立
(クロスカントリーコールドチェーンコンソーシアム)

実証

日本産青果物の輸出で課題となっている高コスト輸送や到着後の品質劣化を解消するため、収穫直後から
現地貯蔵までを一貫でつなぐ「途切れないコールドチェーン」を構築・実証する。SCS・Fresh Foam・
Xtend®を活用し、鮮度保持と流通効率の最適条件を検証・標準化することを目的とする。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：アラブ首長国連邦、マレーシア等

• 主な品目：青果物等

• 主な参画企業：株式会社リセンテイア、日栄インテック株式会
社、株式会社ティーアール・ネットサービス

• 実証内容：途切れないコールドチェーンの構築と実証を行い、
最大5パターンの検証による品質保持と流通効率の最適条件
の確立

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 高コストな航空輸送が継続輸出の妨げとなっている。

• 到着後の歩留まり・棚もちが悪く、販売期間が短い。

• 従来の鮮度保持物流では、品質維持に限界がある。

• 収穫直後の鮮度保持処理と現地での鮮度保持貯蔵を含
む、一貫したコールドチェーンが未整備。

• 成果目標：輸出青果物販売量50トン(FY2027)※、販売額
8,000万円(FY2027)※。品目別内訳：アスパラガス3トン、い
ちご10トン等 ※本実証事業の鮮度保持システムを用いた輸出によるもの（現在

(FY2024)では0）

• 横展開可能性：各鮮度保持技術の有効性の共有
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アイスバッテリーを用いた多温度帯の混載輸送(Oishii Trade協議会)実証

輸出物流の高コスト化や温度管理の不安定さなどの課題を解消し、効率的かつ安定的な輸出体制を構築
することを目的とする。電源を使わずチルド温度を維持できる技術を活用し、最適な配送ルートと輸送方法を
提案することで、コスト削減・品質向上・CO₂排出削減を同時に実現し、農林水産物・食品の持続的な輸
出モデルを確立する。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：アメリカ、タイ、デンマーク等

• 主な品目：精米、生卵、水産物、農水産物加工品 等

• 主な参画企業：(株)カネガエ、(株)道の駅むなかた、(株)

セーラー、広島魚商協同組合、(株)Onigiri&Co. 他

• 実証内容：常温・冷蔵・冷凍の混載輸送を実現し、リアイ
ス不要の一貫輸送で品質保持とコスト削減を両立する。統
合輸送を行い、環境配慮型輸送モデルを構築する。

• 輸出拡大にあたっての課題：
• 小ロット輸出における輸送単価の上昇
• 輸送温度帯ごとの個別輸送による効率性の低下
• 空港でのリアイス作業や温度管理の不安定さによる品
質劣化

• 拠点空港の活用不足と、地域ごとの分散輸出によるコ
スト増

• 成果目標：2027年度までに、生卵3t、冷凍おにぎり5t、精
米30t、水産物10tの輸出を実現する。チルド輸送において
は、アイスバッテリーの導入によりCO₂排出量を70％削減し、
全輸送をアイスバッテリー方式へ移行する体制を確立する。
※現状、対象国への対象品目の輸出量はほぼ0t

• 横展開可能性：常温・冷蔵混載者に知見を共有

〇福岡

アイスバッテリー

搭載

〇静岡

常温車両混載

常温車両混載

動物検疫・植物検疫

通関

空輸

(常温) アイスバッテリー搭載

〇デンマーク

常温車両

混載

空輸(常温)
空輸

(常温)

〇アメリカ

常温車両混載

鳥えん・食や 等
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成田市場の輸出拠点機能の拡充(青果物・成田拠点輸出物流協議会)

成田市場を青果物の輸出拠点としてより有効活用できるよう、輸出実証事業・調査、その他の環境整備を
行う。空輸品目の品質管理技術の実証、国内集荷の効率化・ルート構築、包材の検証、市場の機能強化
(再梱包、海上輸送対応等)について各種検証を行い、成田市場の拠点機能を拡大することを目的とする。

実証

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：台湾等

• 主な品目：青果物等

• 主な参画企業：シティ青果成田市場㈱、東京シティ青果㈱

• 実証内容：主に空輸品目(桃・ぶどう・いちご等)について鮮度保
持技術(電磁波による特殊冷蔵庫保管、MA包材)による在庫
管理と出荷後の棚もち等の検証、成田市場におけるコンテナバン
ニング等の海上輸送実証

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 空輸品目に関し、定期出荷と棚もち期間まで含めた品管

• 海上輸送品目について、市場内の集荷・保管運用

• 規制等厳しい仕向先の集荷と検品・運用体制、特に輸出
拡大する想定でのソフト・ハード面のキャパシティ

• 成果目標：協議会メンバーが関与する成田市場経由の青
果物輸出額：2.9 億円(+32%)(FY2025)、3.6億円
(+64%)(FY2027)

• 横展開可能性：市場の輸出拠点化や空輸の品質管理に
ついて他の拠点の取組の参考となる

成田市場・高機能棟でのバンニングの様子

高機能棟でのバンニング

• 18℃の倉庫でバンニング

• フォークリフトでコンテナに積載した後にハンドリフトでコ
ンテナ内積み付けしていく

• 作業者：1名、作業時間1時間程度／バン

• 空輸の輸送実態数値とと船便の輸送費比較を行うと、
5パレット以上で船便が優位

• 成田からのＭＧシャーシドレー代金が10.8万円と、他
拠点と比べてドレー代の負担が大きい

Day0

放射性物質検査有Day1

農薬検査有ー

Day1

Day5

桃園空港着

分荷拠点着

店舗着

桃園空港着Day0

NH8441, NRT10:25- TPR13:15

+1日

+3日

検査有無の確認(今回は放射性物質検査のみ)

着荷時に各店舗への分荷割合の伝達

検査に1日かかり、翌日の夕方16:00通関

検査に3日かかる ※今回の実証便は検査なし

台中にある台湾中部の物流拠点に配送・分荷

店内在庫を踏まえて着荷時刻コントロール、今回
は台湾到着後5日目に店舗配送

MA包材実証時の現地輸送条件
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北陸荷主の混載連携・地方空港利用（石川県食品等輸出促進協議会）実証

石川県では、京浜港・阪神港・名古屋港等の主要港、成田・羽田・関西国際空港等の主要空港から、
いずれも一定の距離があり、県内事業者それぞれが独自に各輸出先国に向けて物流ルート・商流を構築し
てきた。 今後、モーダルシフトの推進や、より効率的・効果的に輸出拡大を図るため、①日本海側からの最
適な大ロット輸送の確立、②県内有望事業者が連携した輸送・販路拡大の効率化、③地元小松空港の
活用可能性を検証する。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：米国、シンガポール、オーストラリア等

• 主な品目：水産加工品、菓子、氷等

• 主な参画企業：株式会社スギヨ、株式会社横山商会 等

• 実証内容：①大ロット輸出における最適な物流形態の検証
②県内事業者同士の混載スキームの確立
③小松空港を活用した最適な空輸ルートの検証

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 現地倉庫でのバラ積みデバンニング対応のハードル

• 県内プレイヤーのみでの海上コンテナ輸送ロット確保

• 小松空港の食品輸出におけるオペレーション・コスト面の
課題が不明瞭(就航したばかりであるため)

• 成果目標：2027年までに14.7億円（現状の約1.4倍）

• 横展開可能性：日本海側の大ロット品目への混載や国内
物流改革の好事例を作ることで、他地域
にも知見の横展開が可能 

県内プレイヤー混載実証(例)

重量満載で輸出し
ている氷に対し、軽
い菓子類やトライア
ル輸出向けの商材
の混載を行う

県内空港(小松)の活用実証

•台北(桃園)へ2023年
4月から就航開始
➢ エバー航空が1日

1便就航
•香港は2025年4月24

日から就航が開始
➢ 香港エクスプレス
が週3便就航
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養殖ブリ・タイ等の加工・物流・鮮度保持手法・立地等の最適条件の検証
（水産物に係る鮮度保持のための輸出物流検証協議会）

実証

輸出有望品目であるブリやタイなどの水産物について、加工・物流・鮮度保持を最適化し、水産物輸出額の
拡大を図る。特に、地理的条件から物流面で不利な地域において、仕向け地ごとの効率的な輸送体制を
構築し、地域間の輸出格差を是正しつつ、持続的な輸出モデルを確立する。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：アメリカ、韓国等

• 主な品目：ブリ、タイ等

• 主な参画企業：イヨスイ、大都魚類(成田支社) 等

• 実証内容：加工費・輸送費の削減を検証。積載効率向上、
輸送コスト低減、海外現地での物流体制確認を実施し、仕
向け地別に最適な輸出モデルを構築。

• 輸出拡大にあたっての課題：

➢ 加工場所・商品形態の最適化

➢ 輸送費の削減

➢ 集荷拠点の最適化

➢ 現地物流の確認

• 成果目標：事業終了時点で、新規市場の水産物輸出額
約1億円を前年比30％増とし、現地加工・混載輸送・保税
倉庫活用を組み込んだ再現性のある輸出モデルを確立。

• 横展開可能性：中四国地域への知見共有を図り、鮮度保
持とコスト最適化に基づくルートの横展開を可能にする。 輸出向け真鯛の品質検証

輸出向けぶりの歩留検証
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産直港湾・十勝港を活用したモーダルシフト・集荷範囲・輸出ルートの調査・
実証(十勝港食品輸出利用促進協議会)

実証

2025年3月に新たに産直港湾に指定された十勝港の利用促進
によるモーダルシフト促進などを目的としつつ、荷主目線での有望
ルート・品目を選定して十勝港から定期化しうる商材・ルートを特
定するための道内集荷の調査・有望航路の可視化を行う。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：台湾・北米等

• 主な品目：長芋、コメ・コメ加工品等

• 主な参画企業：十勝海運㈱、㈱松栄運輸 等

• 実証内容：十勝港向けの陸上ルート構築のための集荷、
帯広拠点のバンニングとその拠点化。

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 輸出拡大に向けて、十勝近郊の輸出有望品目の可視
化と、有望プレイヤーとのさらなる関係構築により、集荷
範囲のプレイヤーの輸出の販売先確保・商流づくりが課
題となる

• また、アウトポートサーチャージより、ドレー代圧縮メリット
がより大きくなるように交渉及び集荷・バンニング拠点の
構築が重要となる

• 成果目標：十勝港を利用した食品・農林水産物の輸出
量+30%(FY2027) ※40ftコンテナ20本程度

• 横展開可能性：地方港利用の好事例、特に運転手不足
が課題となる地域のモーダルシフトの好事例となる

横浜

苫小牧 十勝

釧路

釜山

１

2

3

4
5

台湾向けは、十勝は苫小牧発・釧路発よりLT短く、横浜陸送と比
べても2日程度の差しかない、北米向けも同様の傾向。この他、有
望ルート・仕向地も今後探していく。

釧路港

苫小牧港

十勝港

【実証有】コメは空知エリア等から
帯広まで国内輸送便もあり

北見の玉ねぎなども今後ありうるか等
引き続き集荷エリアは荷主と
のコミュニケーションの中で模索

冷凍水産等がメインか

札幌近郊を中心に
道内の多くは苫小牧に

十勝エリア＋αの
帯広起点とした集荷及び
ドレーの配送ルート

青果などLT短い品目：十勝以東は十勝港の集荷レンジ

加工品などLT長い品目：十勝管内＋α(釧路より近いエリア)

参照：各港から約100km

道内集荷エリア分析

仕向地別の有望航路
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阪神起点の大ロット輸出に向けた集荷拠点化・品質管理の高度化
(阪神・食／農産品輸出物流構築協議会)

実証

阪神港及び堺青果センターの集荷拠点としての検品体制などのソフト面、温度管理の対応力、西日本産
地からの集荷方法の多様化・効率化、西日本の輸出拠点としての強みを生かして農産物の輸出額の底上
げを図る取組を行う。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：香港・シンガポール等

• 主な品目：桃・ぶどう・柿・葉物野菜等

• 主な参画企業：JA全農インターナショナル㈱、全農インター
ナショナル香港㈱、JAわかやま 等

• 実証内容：国内物流ルートの構築による輸送効率化の検
証(近郊産地からの産直集荷、遠方産地のRoRo船活用
等)、海上輸送のロス低減及び効率化(桃などの検品体制
強化とそれによる利益率の向上)

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 輸出直前検品の強化と産地に対する品質のフィードバッ
クにより産地側で改善可能なものと改善困難なモノの対
応の差別化

• 九州からのRoRo船やフェリーによる集荷は天候による影
響や埠頭間の横持ち輸送、コスト増が課題

• 成果目標：協議会による阪神港からの輸出額が4.6億円
(+39%)(FY2026)、5.2億円(+58%)(FY2027)

• 横展開可能性：産直集荷のルート構築の方法、果実の
船便輸出の場合の輸出前検品基準作り 等
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山梨 長野 山形
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(平均値)

(平均値)

(中央値)

(中央値)

(中央値)

損
傷
率

大阪 香港

枝側 傷の重症化

大阪 香港

枝側 傷の重症化

桃の産地ごとの損傷率

産地の出荷基準の違い等から、現地到着時の損傷率が異
なり、このほか、玉数(=サイズ)、等級についても損傷率に差が
見られた。産地Aと産地Cは重度(現地で販売不可と判断)

の損傷率は概ね1%~5%の範囲に収まる。産地Bはやや高く、
3%~8%程度。

産地A 産地B 産地C

特に枝側の刺し傷
については日本では
許容範囲であるが、
香港船便後には周
辺も黒変するため
販売不可に。



農林水産省 大臣官房 新事業・食品産業部 食品流通課 ／Director of Food Distribution, Division New Business and Food Industry Department. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

13

インド向け現地輸送ルートの確立(インド・九州食文化交流協議会)実証

新たな成長市場として注目されているインドでは、近年経済成長とともに食生活の多様化が進み、日本食へ
の関心が急速に高まっている。九州からインドまでの輸出における最適な港湾、現地到着から販売先までの
現地物流の課題を実証にて明らかにし、継続的にインドに輸出しうる商品の選定・検討を、現地インポー
ター・販売先からのフィードバックも踏まえて行う。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：インド

• 主な品目：冷凍水産品(カンパチ・鰻等)、味噌、抹茶等

• 主な参画企業：㈱オキス、㈱メセナ食彩センター 等

• 実証内容：博多港vs志布志港における物流費とオペレー
ション面の比較、現地到着時の品質検証、現地港・空港か
ら販売先までの輸送ルート・時間・温度変化・到着時品質
の課題把握、最適な輸送荷姿の検討

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 日本からの適切な物流ルートや、インド現地の流通課
題等は明確化されていない

• 上記に伴い、商品の適切な価格設定や、物流事情に
対応した鮮度保持・梱包等の検討が進んでいない

• 成果目標：協議会のインド向け輸出額が1,500万円(約
15倍)(FY2026)、4,000万円(約40倍)(FY2027)、7,000

万円(約70倍)(FY2028)

• 横展開可能性：九州からの物流確立による輸出品目の
増加、輸送コスト削減による価格競争力の向上等

インド現地での流通
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北米向けDtoCの品質管理・輸送モデルの確立(J－Agri Gate協議会)実証

高価格帯かつ高品質な生鮮果実および短賞味期限の加工食品について、現地流通における品質保持、
輸送体制、規制対応などの課題を可視化し、改善することで、通年型の商品供給体制と顧客満足度の向
上を実現する。これにより、北米における日本産品の市場競争力とプレゼンスを高め、持続可能な輸出ス
キームの確立を目指す。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：米国

• 主な品目：いちご、メロン、青果加工品

• 主な参画企業：Wismettacフーズ株式会社、株式会社セ
ゾンファクトリー、三洋貿易株式会社

• 実証内容：生鮮青果物の流通課題解決実証(鮮度保持
シール、高性能保冷剤等の使用)、高品質・高付加価値加
工品の流通実証(国内での規制対応、米国内梱包・輸送
テスト)

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 生鮮青果物の現地配送中の品質低下

• 賞味期限の短い高付加価値加工品の販路確立、適
切な輸送方法の確立

• 成果目標：事業終了後1年以内に輸出額1億円（3.3

倍）、3年以内に3億円(約10倍)

• 横展開可能性：生鮮青果物の鮮度保持流通の確立、高
品質な日本産青果物・加工品の米国でのプレゼンス向上

米国産保冷剤 トレンドサイン社保冷剤

生鮮青果物の鮮度保持流通実証

鮮度保持シール(Stix FRESH) 高機能保冷剤

クラウンメロン食べ頃AI診断サービス

高付加価値加工品の輸送実証
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地方卸売市場の輸出拠点機能の拡大(山の洲輸出物流構築協議会)実証

2021年に認定された産直港湾・清水港等のバンニング・集荷拠点である静岡VFの拠点機能の強化と既存
の連携商社の選択と集中、それによるさらなる物流効率化対策を行うだけでなく、自らが輸出商社となり直
接貿易できるよう新規顧客の開拓を行い、さらなる顧客獲得を狙う。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：台湾・マレーシア・シンガポール等

• 主な品目：シャイン、重量野菜、みかん、玉ねぎ、
いちご等

• 主な参画企業：静岡VF㈱、鈴与㈱、駿遠運
送㈱ 等

• 実証内容：静岡ＶＦとしてもＷＩＮＷＩＮの関
係にある品目・ルートを伸ばし、利益が見込めない
品目・ルートの優先順に付けを行うべく、直接貿易
も通じて集荷体制・顧客要望対応力をさらに高め
ていく

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 清水港利用の強みを示せる品目への選択と集
中と、市場大卸が直貿する強みを理解できる
顧客の発掘と信頼関係の構築が鍵

• 成果目標：静岡VFでバンニングする輸出額の
目標が1.4億円(+69%)(FY2025)、2.0億円
(+140%)(FY2027)

• 横展開可能性：市場を起点とする産直港湾の
第一号として他の産直港湾の拠点化のモデルとなる

和歌山は1か所集荷なら可能
２か所集荷は難しい。みかんの収穫最
盛期は遠距離搬入が困難であり堺でも
短距離チャーターを行う。

千葉5カ所→静岡VF便あり、現在は静岡VF→千
葉は空荷で運行しているところ、この空荷区間を活

かして静岡VF→成田市場向けの荷物を載せ
て配送することで輸送コストを低減

静岡VF

紀伊半島の産品については、堺青果セ
ンターで集荷、引き取りを行うのが最も効
率的か。朝集荷・当日VF気付が可。

中部横断道～長野方面は中野市・須
坂市までが限界。ヤマヨ物流の須坂市の
拠点までヤマヨ物流が朝集荷できれば長野
産品と同様に新潟西部の集荷は可能か。 東北については、便は通っていないもの

の、福島からの集荷は静岡VFまで1

日で集荷可(実際には静岡VFと産地
の関係がないので集荷はしていない)

協議会メンバーのハマキョウレックスによ

る浜松→東京→山梨→静岡
→浜松の便が存在している。山梨か
ら静岡までは空荷で郵送しており、活
用可能。

群馬から嬬恋キャベツ
の集荷及び台湾向け
の調整を実施(商談叶
わず来年再チャレンジ)

＋

台湾向け：シャインマスカット 香港向け：馬鈴薯・玉ねぎ

• 国内物流：山梨 (産地便) ⇒静岡VF⇒清水

• 台湾向けシャイン：2便

• 国内物流：北海道(産地便) ⇒静岡VF⇒清水

• 台湾向け玉ねぎ：1便
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青果物の検品場所・体制の最適モデルの検証
(九州を拠点とした青果物物流構築のための協議会)

実証

検品基準が厳しい顧客に対する輸出先現地の廃棄リスクを低減するため、福岡検品、産地側検品(拠点
又は産地) の比較で、いずれの検品体制が低コストでかつ精度高く検品できるか、さらに検品場所やルートご
との物流コストの増減を検証を行う。

実証
内容

成果
目標

• 主な実証国：香港等

• 主な品目：桃・シャイン・キャベツ・白菜 等

• 主な参画企業：九州農水産物直販(株)、エフアイアグリ等

• 実証内容：果実や重量野菜や検品場所・検品コストなど
も踏まえた理想の輸送ルートを構築するべく、検品基準の作
成のうえ、精緻にコスト分析・調査を行う

• 輸出拡大にあたっての課題：

• 主に小売向けに輸出しているところ、同小売業者は検
品・品質基準が厳しく、ロス率10％以上で引き取らない。
そのため、産地側の拠点での検品、福岡で検品などで
精度高く検品することが輸出拡大のカギとなっている

• 精度高く全量検品することで検品コストが嵩むためロス
低減と検品コストのバランスを見極める必要がある

• 成果目標：品目ごとに損傷率10％以上の便の割合を3年
間で30%減らす(例:キャベツ、白菜、レッドキャベツ→目標
15.4％等)

• 横展開可能性：検品基準作りノウハウ及び青果物の集
荷・検品場所の在り方を横展開可能

白菜の検品の様子 白菜の 空 冷庫 白菜等の冷蔵庫

• 白菜は概要を一枚開い
て内側の水分・水滴を拭
きぬぐう

• 検品は産地へのフィード
バックをメインとしつつ集荷
上での最終出荷検品で
1名

• 小さい虫（アザミウマ）が
外葉に付着してることが
多く、白菜のクレームの大
多数が虫であった

• このほか生理現象として
黒点が出てクレームにな
ることもある

• 白菜は国内配送でも真
空 冷が必須

• 真空でないと まで冷え
ない

•  場は ち時間も多いこ
とから輸出への理解も必
要

• 白菜の真空 冷後保管
する低温冷蔵庫

香港向けルートの検品
コストと海上輸送コスト、
ロス率を含めた最も利益
率の高いルートを検証。
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